
一橋諭叢第96巻 第2号（46）

剰
余
価
値
の
必
然
的
発
生
根
拠

　
　
－
杜
会
的
生
産
関
係
と
剰
余
労
働
－

　
　
　
は
し
が
き
1
間
題
の
所
在

　
剰
余
価
値
は
、
労
働
カ
の
使
用
価
値
の
消
費
に
よ
っ
て
支
出
さ

れ
る
労
働
分
量
と
労
働
カ
の
価
値
と
し
て
表
現
さ
れ
る
労
働
分
量

と
の
差
額
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
資
本
主
義
体
制
の
下
で
は
、
労
働

力
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
は
労
働
力
の
価
値
よ
り
も
大
き
い
こ
と

に
な
る
。
「
資
本
主
義
的
生
産
過
程
は
本
質
的
に
剰
余
価
値
の
生

産
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
皿
、
二
五
三
ぺ
ー
ジ
）
そ
こ
で
、
労

働
力
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
は
な
に
ゆ
え
労
働
カ
の
価
値
よ
り
も

必
然
的
に
大
き
く
な
る
の
か
と
い
う
。
こ
く
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
疑
問

が
発
生
す
る
。
労
働
カ
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
が
労
働
カ
の
価
値

よ
り
も
大
に
な
る
一
義
的
な
因
果
関
係
を
証
明
し
て
初
め
て
、
剰

頭

」

博

余
価
値
論
は
そ
れ
固
有
の
完
結
的
な
手
堅
い
内
容
を
も
つ
こ
と
に

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
に
よ
れ
ば
、
旧
来

労
働
カ
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
が
労
働
力
の
価
値
を
上
回
る
心
然

的
関
係
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
ぱ
し
ぱ
労
働
力
商
品
は
そ
の
特
殊
性
か
ら
そ
れ
の
生
み
だ
す
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

値
の
方
が
必
要
労
働
分
量
よ
り
も
大
き
い
独
特
な
使
用
価
値
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

つ
と
説
か
れ
る
が
、
労
働
価
値
論
は
、
剰
余
労
働
を
生
む
と
い
う

労
働
カ
商
品
の
特
殊
な
使
用
価
値
が
成
り
立
つ
必
然
的
根
拠
を
明

確
に
提
示
し
な
い
眼
り
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
任
務
を
果
た
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
剰
余
価
値
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明

す
る
際
、
単
に
労
働
カ
商
品
は
一
般
商
品
と
ち
が
っ
て
剰
余
労
働

を
生
む
特
別
の
使
用
価
値
を
も
つ
と
い
っ
て
済
ま
す
な
ら
ぱ
、
貨
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（47）剰余価値の必然的発生根拠

殖
の
成
り
立
つ
究
極
の
秘
密
を
も
っ
て
永
遠
の
聖
域
の
中
に
閉
じ

　
　
　
　
　
　
＾
1
）

こ
め
る
こ
止
に
な
る
。
ま
た
、
た
と
え
労
働
カ
の
使
用
価
値
と
そ

の
価
値
と
の
犬
小
関
係
の
根
拠
づ
け
が
提
起
さ
れ
る
揚
合
で
も
、

こ
れ
ま
で
は
当
の
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
批
判
さ
れ
た
見
解
と
事
実
上

同
一
見
解
に
帰
着
す
る
主
張
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
遺
憾
な
現

状
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
資
本
主
義
的
生
産
1
す
な
わ
ち
剰
余
価

値
の
生
産
」
（
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
1
、
二
〇
ぺ
ー
ジ
）
で
あ
る

か
ら
、
剰
余
価
値
論
は
「
経
済
学
の
核
心
」
（
『
資
本
論
』
皿
、
八

べ
ー
ジ
）
・
「
マ
ル
ク
ス
の
経
済
理
論
の
礎
石
」
（
レ
ー
ニ
ン
『
力

ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
国
民
文
庫
、
八
八
ぺ
ー
ジ
）
を
な
し
、
労
働

カ
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
の
方
が
そ
れ
自
身
の
価
値
よ
り
も
大
き

く
な
る
秘
密
の
解
決
こ
そ
「
マ
ル
ク
ス
の
著
作
の
も
っ
と
も
画
期

的
な
功
綬
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
ω
国
民
文

庫
、
三
七
六
ぺ
ー
ジ
）
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
稿
の
課
題
は
、
資
本
主
義
体
制
の
中
で
、
労

働
カ
の
生
み
だ
す
労
働
分
量
の
方
が
そ
れ
自
身
の
価
値
よ
り
も
必

然
的
に
大
き
く
な
る
根
拠
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
1
）
　
「
自
分
が
有
っ
て
ゐ
る
よ
り
も
よ
り
多
く
の
価
値
の
源
泉
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
る
と
云
ふ
の
が
、
労
働
カ
と
い
ふ
商
品
の
使
用
価
値
の
特
色
で
あ

　
る
。
」
（
河
上
肇
『
費
本
論
入
門
』
改
造
社
、
一
九
三
二
年
、
五
一
六

ぺ
ー
ジ
、

傍
点
－
頭
川
）

労
働
生
産
性
と
剰
余
労
働
の
可
能
性

　
本
節
の
課
題
は
、
従
来
一
部
に
定
着
し
た
見
解
を
批
判
的
に
吟

味
す
る
消
去
法
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
体
制
に
お
け
る
剰
余
労
働

の
発
生
根
拠
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
。

　
管
見
に
よ
れ
ぱ
、
学
界
の
，
こ
く
一
部
分
の
人
々
は
、
剰
余
価
値

の
実
体
と
し
て
の
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
を
以
下
の
よ
う
に
説
明

　
＾
1
）

す
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
労
働
日
を
一
定
不
変
と
前
提
す
れ
ぱ
、

労
働
生
産
性
の
不
断
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
労
働
者
は
一
日
労
働
す

る
の
に
一
労
働
日
の
一
部
分
の
労
働
分
量
し
か
必
要
と
し
な
い
発

展
段
階
を
む
か
え
る
。
そ
こ
で
、
生
産
カ
の
あ
る
特
定
の
水
準
の

も
と
で
は
、
一
労
働
日
と
労
働
カ
の
再
生
産
に
要
す
る
労
働
分
量

と
の
差
額
が
剰
余
労
働
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
上
、
生

産
カ
発
展
を
基
礎
と
し
た
剰
余
労
働
の
発
生
が
先
行
し
、
無
階
級

社
会
か
ら
階
級
関
係
が
後
続
し
て
成
り
立
つ
。
だ
か
ら
、
剰
余
労

働
の
発
生
根
拠
は
、
或
る
水
準
以
上
の
労
働
生
産
性
の
下
で
は
、

労
働
カ
の
支
出
す
る
労
働
分
量
が
そ
の
再
生
産
に
要
す
る
労
働
分

量
を
必
ず
上
回
る
事
実
に
あ
る
、
と
。
従
っ
て
、
一
部
の
見
解
に

よ
れ
ぱ
、
労
働
生
産
性
の
発
展
が
剰
余
労
働
を
直
接
与
え
、
剰
余
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労
働
は
超
体
制
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
特
定
水

準
以
上
の
労
働
生
産
性
に
剰
余
労
働
の
発
生
理
由
を
直
接
求
め
る

理
解
は
、
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
照
ら
し
て
も
論
理
的
に
も
戒
立
し

が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
先
ず
第
一
に
、
剰
余
労
働
支
出
が
労
働
カ
の
い
わ
ば
超
体
制
的

な
属
性
だ
と
主
張
す
る
議
論
は
、
剰
余
労
働
が
資
本
主
義
体
制
で

は
資
本
に
よ
る
強
制
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
基
本
命

題
と
整
合
し
な
い
。
「
資
本
は
労
働
者
を
強
制
し
て
、
必
要
労
働

を
こ
え
て
剰
余
労
働
を
さ
せ
る
。
た
だ
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

だ
け
資
本
は
自
己
増
殖
を
し
、
剰
余
価
値
を
つ
く
り
だ
す
。
」
（
『
経

済
学
批
判
要
綱
』
n
、
三
二
四
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
の
も
、
剰
余
労

働
が
い
わ
ば
超
体
制
的
な
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
剰
余
労
働
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

出
は
資
本
家
が
労
働
カ
商
品
の
単
純
な
買
い
手
と
し
て
の
資
樒
で

果
た
す
権
利
行
使
の
結
果
で
し
か
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
労
働
カ
商
品
の
売
買
関
係
そ
の
も
の
が
階
級
関
係
を
内
含
し

て
い
る
か
ら
、
剰
余
労
働
が
超
体
制
的
な
存
在
だ
と
し
て
も
剰
余

労
働
支
出
は
階
級
関
係
の
賜
物
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
反
論
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
カ
商
品
売
買
が
特
定
の

階
級
関
係
の
前
提
上
で
成
り
立
つ
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
だ
け
で

は
剰
余
労
働
支
出
が
階
級
関
係
の
産
物
だ
と
い
う
事
実
を
少
し
も

説
明
し
な
い
。
剰
余
労
働
を
超
体
制
的
存
在
と
み
な
す
場
合
、
労

働
カ
商
品
売
買
の
前
提
で
あ
る
対
立
的
所
有
関
係
は
、
剰
余
労
働

支
出
に
貫
徹
す
る
強
制
作
用
を
説
明
す
る
の
で
は
全
然
な
く
、
自

然
的
に
支
出
さ
れ
る
剰
余
労
働
の
所
有
権
の
移
転
を
説
明
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
　
　
　
，

　
第
二
に
、
労
働
生
産
性
の
発
展
か
ら
剰
余
労
働
の
生
成
を
根
拠

づ
け
る
論
法
は
、
労
働
生
産
性
の
発
展
そ
の
も
の
は
あ
く
ま
で
も

剰
余
労
働
の
可
能
性
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

一
命
題
と
対
立
す
る
。
「
明
ら
か
な
こ
と
は
、
剰
余
労
働
が
存
在

し
う
る
た
め
に
は
、
労
働
の
生
産
性
の
一
定
の
発
展
が
前
提
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
剰
余
労
働
の
単
な
る
可
能

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

性
だ
け
で
は
、
ま
だ
剰
余
労
働
の
現
実
性
は
つ
く
り
だ
さ
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
労
働
者
が
前
に

述
ぺ
た
よ
う
な
（
必
要
労
働
時
間
の
1
頭
川
）
大
き
さ
を
越
え
て

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

労
働
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

の
強
制
を
加
え
る
も
の
が
資
本
な
の
で
あ
る
。
」
（
『
剰
余
個
値
学

説
史
』
■
、
四
〇
九
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
－
マ
ル
ク
ス
）
こ
こ
で
は
、

如
何
な
る
水
準
の
労
働
生
産
性
も
そ
れ
だ
け
で
は
剰
余
労
働
の
単

な
る
可
能
性
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
盟
言
的
規
定
が
実
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

す
る
事
実
に
特
に
注
意
を
要
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
マ
ル
ク
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ス
の
一
命
題
を
解
釈
す
る
場
合
、
一
労
働
日
1
－
一
定
を
前
提
す
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
生
産
性
の
発
展
と
剰
余
労
働
の
可
能

性
と
の
関
連
を
考
え
る
際
、
そ
こ
に
労
働
生
産
性
上
昇
に
比
例
し

た
労
働
日
の
短
縮
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
と
る
べ
き
で
な
い
。
と

い
う
の
も
、
も
し
労
働
生
産
性
の
発
展
に
応
じ
て
労
働
日
が
短
縮

さ
れ
る
と
い
う
基
本
前
提
上
で
、
生
産
カ
発
展
は
剰
余
労
働
の
可

能
性
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
と
み
な
す
な
ら
ぱ
、
労
働
生
産
性
上

昇
と
剰
余
労
働
の
生
成
と
の
関
係
の
中
に
労
働
日
の
短
縮
と
い
う

別
個
の
要
素
が
付
け
加
わ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
、

マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
日
一
定
の
前
提
上
で
労
働
生
産
性
が
如
何
に

高
か
ろ
う
と
も
そ
れ
だ
け
で
は
剰
余
労
働
は
発
生
し
な
い
と
主
張

し
た
の
で
あ
る
。
剰
余
労
働
1
－
超
歴
史
説
に
い
う
剰
余
労
働
の
存

在
は
、
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
剰
余
労
働
の
可
能
性
の
み
を
な
す

特
定
水
準
の
労
働
生
産
性
の
存
在
に
等
し
い
。
如
何
な
る
水
準
の

労
働
生
産
性
で
あ
れ
そ
れ
自
体
は
剰
余
労
働
の
現
実
的
発
生
を
み

じ
ん
も
含
有
し
な
い
。
従
っ
て
、
労
働
生
産
性
の
発
展
か
ら
ス
ト

レ
ー
ト
に
剰
余
労
働
の
発
生
を
導
き
出
す
主
張
は
、
労
働
生
産
性

の
増
大
が
剰
余
労
働
の
可
能
性
を
与
え
る
だ
け
だ
と
唱
え
る
マ
ル

ク
ス
の
一
命
題
の
無
視
の
産
物
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
社
会
的
生
産
関
係
を
等
閑
に
付
し
た
ま
ま
で
一
労
働

日
と
労
働
カ
の
再
生
産
に
直
接
入
る
労
働
時
間
と
の
差
額
を
も
っ

て
剰
余
労
働
と
み
な
す
考
え
方
は
、
マ
ル
ク
ス
が
批
判
対
象
に
す

＾
4
〕

え
た
J
・
s
＝
ミ
ル
の
俗
流
的
見
解
に
帰
着
す
る
。
「
利
潤
が
生

ま
れ
る
原
因
は
、
労
働
が
、
そ
れ
の
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
も
の
以
上
の
も
の
を
生
産
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

（
『
経
済
学
原
理
』
⇔
岩
波
文
庫
、
末
永
茂
喜
訳
、
四
〇
九
ぺ
ー
ジ
）

J
・
s
・
ミ
ル
に
よ
れ
ぱ
、
労
働
者
は
、
或
る
水
準
以
上
の
労
働

生
産
性
の
下
で
は
、
一
日
労
働
し
た
と
し
て
も
、
労
働
カ
の
再
生

産
に
は
一
労
働
日
よ
り
も
少
な
い
労
働
分
量
し
か
必
要
と
せ
ず
、

両
者
の
差
額
が
利
潤
の
本
源
的
原
因
を
形
成
す
る
と
い
う
の
で
あ

＾
5
）
る
。
だ
か
ら
、
一
労
働
日
と
労
働
カ
の
再
生
産
に
直
接
要
す
る
労

働
分
量
と
の
差
が
趨
体
制
的
に
剰
余
労
働
を
形
成
す
る
と
い
う
主

張
に
立
て
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
は
、
J
・
S
：
ミ
ル
流
の
見
解
に
立
ち

つ
つ
反
面
で
そ
れ
を
批
判
し
た
と
い
う
逆
説
が
生
ま
れ
る
。

　
第
四
に
、
労
働
日
一
定
と
い
う
事
実
上
の
前
提
上
で
、
労
働
生

産
性
増
大
が
剰
余
労
働
を
直
接
生
み
だ
す
と
い
う
見
方
は
、
マ
ル

ク
ス
の
説
く
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
の
方
法
と
概
念
上
正
反
対
で

あ
る
。
『
資
本
論
』
第
－
巻
第
三
篇
「
絶
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
」

に
よ
れ
ぱ
、
剰
余
労
働
は
必
要
労
働
時
間
を
こ
え
る
労
働
日
の
延

長
に
よ
っ
て
本
源
的
に
生
成
す
る
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
絶
対
的
剰
余
価
値
を
考
察
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は
必
要
労
働
時

間
を
こ
え
た
労
働
日
の
絶
対
的
延
長
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
現
れ

る
。
」
（
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
W
、
六
五
四
ぺ
ー
ジ
）
労
働
日
一

定
と
い
う
事
実
上
の
想
定
上
で
労
働
生
産
性
増
大
か
ら
剰
余
労
働

が
直
接
発
生
す
る
と
い
う
見
方
は
、
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
を
も

っ
て
相
対
的
剰
余
価
値
生
産
に
還
元
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
相
対

的
剰
余
価
値
は
社
会
的
生
産
カ
の
発
展
に
も
と
づ
く
。
」
（
『
剰
余

個
値
学
説
史
』
皿
、
四
四
二
ぺ
ー
ジ
）
剰
余
労
働
の
創
出
方
法
と

し
て
は
、
必
要
労
働
を
こ
え
る
労
働
日
の
延
長
に
よ
る
仕
方
と
労

働
生
産
性
増
大
に
よ
る
仕
方
と
は
、
水
と
油
の
関
係
に
あ
る
。
労

働
生
産
性
増
大
が
剰
余
労
働
を
直
接
も
た
ら
す
と
す
れ
ぱ
、
『
資

本
論
』
第
－
巻
第
三
篇
で
剰
余
労
働
の
創
出
方
法
を
誤
っ
て
労
働

日
の
延
長
に
よ
る
方
法
と
し
て
説
明
し
た
と
い
う
責
め
を
マ
ル
ク

ス
に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
五
に
、
『
資
本
論
』
第
－
巻
第
三
篇
第
五
章
第
一
節
「
労
働

過
程
」
に
剰
余
労
働
の
規
定
が
存
在
し
な
い
事
実
は
、
剰
余
労
働

1
1
超
歴
史
説
を
否
定
す
る
一
つ
の
傍
証
た
り
う
る
。
な
る
ほ
ど

『
資
本
論
』
第
皿
巻
第
七
篇
「
諸
収
入
と
そ
れ
ら
の
源
泉
」
に
は

確
か
に
社
会
的
蓄
穣
財
源
や
予
備
財
源
を
生
産
す
る
た
め
の
剰
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

労
働
一
般
の
超
歴
史
的
な
存
在
の
主
張
が
あ
る
が
、
第
皿
巻
草
稿

よ
り
後
に
執
筆
さ
れ
た
第
－
巻
で
は
共
同
社
会
に
お
け
る
一
労
働

日
が
す
ぺ
て
必
要
労
働
を
な
す
と
規
定
さ
れ
て
い
る
不
動
の
事
実

に
着
目
す
ぺ
き
で
あ
る
。
「
資
本
主
義
的
生
産
形
態
の
廃
止
は
、

労
働
日
を
必
要
労
働
だ
け
に
隈
る
こ
と
を
許
す
。
と
は
い
え
、
必

要
労
働
は
、
そ
の
他
の
事
憎
が
変
わ
ら
な
げ
れ
ぱ
、
そ
の
範
囲
を

拡
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
ま
た
、
他
方
で
は
、
今
日
の
剰
余
労

働
の
一
部
分
は
必
要
労
働
に
、
す
な
わ
ち
杜
会
的
な
干
備
財
源
と

蓄
穣
財
源
と
の
獲
得
に
必
要
な
労
働
に
、
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
資
本
論
』
1
、
五
五
二
ぺ
ー
ジ
）

　
か
く
て
、
一
労
働
日
と
労
働
カ
の
再
生
産
に
直
接
要
す
る
労
働

量
と
の
差
が
超
体
制
的
に
剰
余
労
働
を
形
成
す
る
と
い
う
立
論
は
、

そ
の
外
観
上
の
単
純
明
快
さ
に
反
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
独
創
に
か

か
わ
る
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
説
明
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に

恩
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
労
働
生
産
性
上
昇
か
ら
剰
余
労
働
の
発
生
を
直
接
導
出
す
る
文

　
　
猷
に
は
、
宇
野
理
論
に
属
す
る
も
の
1
拙
稿
「
剰
余
価
値
と
強
制
労

　
　
働
」
『
経
済
』
第
二
六
一
号
、
一
九
八
六
年
を
み
よ
－
以
外
に
、
ス

　
　
ウ
ィ
ー
ジ
i
『
資
本
主
義
発
展
の
理
論
』
新
評
論
、
都
留
重
人
訳
、

　
　
七
六
ぺ
ー
ジ
／
『
講
座
現
代
賃
金
論
』
1
、
青
木
書
店
、
一
九
六
八

　
　
年
、
五
二
ぺ
ー
ジ
■
水
谷
謙
治
『
労
働
疎
外
と
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』

　
　
青
木
醤
店
、
一
九
七
四
年
、
七
五
－
六
ぺ
ー
ジ
／
井
上
周
八
『
現
代
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7
ル
ク
ス
経
済
筆
』
亜
紀
瞥
房
、
一
九
七
二
年
、
五
一
－
三
ぺ
ー
ジ

　
■
平
野
厚
生
『
労
働
力
商
品
論
の
基
本
問
題
』
高
文
堂
出
版
社
、
一

　
九
八
四
年
、
五
九
ぺ
ー
ジ
／
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
ー
『
資
本
論
の
生
誕
』
新

　
読
書
社
、
宮
岡
裕
訳
、
九
六
ぺ
ー
ジ
／
宮
川
実
『
搾
取
の
理
論
』
社

　
会
科
学
書
房
、
一
九
八
四
年
、
ニ
ハ
ー
八
ぺ
ー
ジ
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
　
こ
れ
と
同
一
趣
旨
の
記
述
は
、
『
資
本
論
』
1
、
五
三
七
ぺ
ー

　
ジ
■
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
1
、
一
九
ぺ
ー
ジ
な
ど
に
あ
る
。

（
3
）
　
理
論
上
実
質
賃
金
の
上
限
は
一
労
働
日
全
体
の
価
値
生
産
物
で

　
あ
る
こ
と
か
ら
、
如
何
な
る
労
働
生
産
性
も
直
接
に
は
剰
余
労
働
を

　
与
え
な
い
と
い
う
命
題
は
、
実
質
賃
金
と
の
関
係
を
考
慮
し
た
も
の

　
だ
と
い
う
反
論
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
成
立
し
な
い
。
け

　
だ
し
、
種
々
の
生
産
体
制
が
い
わ
ば
超
体
制
的
に
労
働
日
の
一
部
分

　
を
蓄
穣
財
源
や
予
備
財
源
の
生
産
に
あ
て
る
と
い
う
事
実
は
、
一
部

　
の
見
解
に
立
て
ぱ
、
特
定
水
準
の
生
産
カ
が
剰
余
労
働
の
発
生
原
因

　
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
っ
と
積
極

　
的
に
い
え
ぱ
、
剰
余
労
働
H
超
歴
史
説
は
蓄
積
財
源
や
予
備
財
源
の

　
超
体
制
的
な
存
在
と
の
関
連
で
提
起
さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
か
ら
、

　
そ
の
反
論
は
ま
す
ま
す
成
立
困
難
で
あ
る
。

（
4
）
　
『
資
本
論
』
1
、
五
三
九
－
四
一
ぺ
ー
ジ
。

（
5
）
　
見
田
石
介
氏
は
、
剰
余
労
働
支
出
を
労
働
カ
の
自
然
的
属
性
と

　
み
る
宇
野
理
論
を
も
っ
て
「
搾
取
を
否
定
す
る
理
論
」
（
『
マ
ル
ク
ス

　
主
義
経
済
挙
の
擁
護
』
新
回
本
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
一
五
ぺ
ー

　
ジ
）
と
正
当
に
批
判
さ
れ
る
反
面
で
、
剰
余
労
働
を
も
っ
て
「
超
歴

　
史
的
な
実
体
」
（
『
資
本
論
の
方
法
』
弘
文
堂
、
一
九
六
三
年
、
一
四

　
一
ぺ
ー
ジ
）
だ
と
規
定
さ
れ
る
日
し
加
し
、
見
田
氏
の
剰
余
労
働
“

　
超
歴
史
説
と
剰
余
労
働
に
は
強
制
が
必
要
と
い
う
主
張
と
の
間
に
は

　
前
後
撞
着
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
毛
見
田
説
に
あ
っ
て

　
は
、
剰
余
労
歓
H
超
歴
史
説
を
主
張
す
る
J
・
s
・
ミ
ル
批
判
と
剰

　
余
労
働
1
－
超
歴
史
説
提
唱
と
の
同
時
共
存
は
理
解
に
苦
し
む
。

（
6
）
　
「
剰
余
労
働
一
般
は
、
与
え
ら
れ
た
欲
望
の
程
度
を
越
え
る
労

　
働
と
し
て
は
、
い
つ
で
も
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
」
（
『
資
本
論
』
皿
、

　
八
二
七
ぺ
ー
ジ
、
な
お
、
同
上
、
八
八
四
－
五
ぺ
ー
ジ
も
見
よ
）
但

　
し
、
同
上
、
四
五
三
ぺ
ー
ジ
の
記
述
－
第
三
節
で
引
用
1
の
よ
う
に
、

　
第
皿
巻
に
は
社
会
的
生
産
関
係
を
。
剰
余
労
働
の
規
定
要
因
と
考
え
る

　
剰
余
労
働
“
階
級
社
会
説
も
あ
る
。

二
　
剰
余
労
働
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
説

　
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
、
一
労
働
日
と
労
働
カ
の
再
生
産
に
直

接
入
る
労
働
分
量
と
の
差
額
が
超
体
制
的
に
剰
余
労
働
を
形
成
す

る
と
い
う
一
都
見
解
と
『
資
本
論
』
と
の
間
に
は
抜
き
が
た
い
ジ

レ
ン
マ
が
あ
る
事
実
を
究
明
し
た
。
そ
こ
で
、
新
た
に
、
如
何
な

る
水
準
の
生
産
力
も
直
接
に
は
剰
余
労
働
を
も
た
ら
さ
な
い
と
い

う
マ
ル
ク
ス
の
確
た
る
命
題
に
反
し
て
、
な
に
ゆ
え
に
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
マ
ル
ク
ス
と
は
違
っ
た
見
解
を
異
口
同
音
に
提
唱
す
る

の
か
と
い
う
疑
問
に
ぷ
つ
か
る
。
先
回
り
し
て
い
え
ぱ
、
労
働
生
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産
性
の
発
展
に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ー
ト
に
剰
余
労
働
が
発
生
す
る
と

い
う
主
張
の
拠
り
所
は
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
寄
せ
た
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
序
論
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
節
の
課
題
は
、

「
マ
ル
ク
ス
の
い
た
間
は
私
は
第
ニ
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
い
た
」
（
一

八
八
四
年
一
〇
月
十
五
日
付
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
ペ
ツ
カ
ー
宛
手
紙
）

と
い
わ
れ
る
ニ
ン
ゲ
ル
ス
そ
の
人
に
お
い
て
剰
余
価
値
論
の
取
り

違
え
が
あ
る
事
実
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
賃
労
働
と
資
本
』

は
、
マ
ル
ク
ス
が
一
八
四
七
年
に
ブ
リ
ュ
ヅ
セ
ル
の
ド
イ
ツ
人
労

働
者
協
会
で
行
な
っ
た
講
演
を
も
と
に
し
て
『
新
ラ
イ
ン
新
聞
』

　
一
八
四
九
年
四
月
四
日
以
降
分
に
分
割
掲
載
し
た
論
文
で
。
あ
る
が

当
時
労
働
と
労
働
カ
と
の
区
別
が
い
ま
だ
不
明
確
で
あ
っ
た
欠
陥

を
訂
正
す
る
た
め
普
及
用
バ
ン
フ
レ
ヅ
ト
に
付
さ
れ
た
一
文
が
エ

　
ン
ゲ
ル
ス
の
序
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は

ず
ぱ
り
以
下
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
「
『
労
働
』
の
価
値
か
ら
出
発
し
た
か
ぎ
り
最
良
の
経
済
学
者
を

　
さ
え
挫
折
さ
せ
た
困
難
は
、
わ
れ
わ
れ
が
『
労
働
』
の
価
値
の
か

　
　
　
　
　
　
、

わ
り
に
労
働
カ
の
価
値
か
ら
出
発
す
る
や
い
な
や
消
え
て
な
く
な

　
る
。
労
働
カ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
資
本
主
義
杜
会
で
は
商
品

．
で
あ
り
、
商
品
だ
と
い
う
点
で
は
ほ
か
の
ど
の
商
品
と
も
か
わ
り

　
は
な
い
が
、
し
か
し
、
ま
っ
た
く
特
殊
な
商
品
で
あ
る
。
・
す
な
わ

ち
、
そ
れ
は
、
価
値
を
創
造
す
る
力
で
あ
る
と
い
う
、
価
値
の
源

泉
、
し
か
も
、
適
当
に
と
り
あ
つ
か
え
ぱ
そ
れ
自
身
の
も
っ
て
い

る
価
値
よ
り
大
き
な
価
値
の
源
泉
に
な
る
と
い
う
、
特
別
の
性
質

を
も
っ
て
い
る
。
今
日
の
生
産
の
水
準
の
も
と
で
は
、
人
間
の
労

働
力
は
、
一
日
の
う
ち
に
、
そ
れ
自
身
で
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
自

身
に
つ
い
や
さ
れ
る
よ
り
大
き
な
価
値
を
生
産
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
新
し
い
科
学
的
発
見
の
な
さ
れ
る
た
び
に
、
新
し
い
技
術
的

発
明
が
な
さ
れ
る
た
び
に
、
：
・
労
働
日
の
う
ち
、
労
働
者
が
代
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
支
払
い
を
う
け
な
い
で
自
分
の
労
働
を
資
本
家
に
贈
呈
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
部
分
が
長
く
な
る
。
L
（
『
賃
労
働
と
資
本
』
国
民

文
庫
、
村
田
陽
一
訳
、
二
0
1
一
べ
ー
ジ
、
傍
点
－
エ
ン
ゲ
ル
ス
）

　
し
か
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
が
古
典
派
を
超
克

し
て
得
た
労
働
と
労
働
カ
と
の
概
念
的
区
別
と
い
う
一
つ
の
画
期

的
な
論
点
に
の
み
眼
が
奪
わ
れ
す
ぎ
、
杜
会
的
生
産
関
係
こ
そ
剰

余
労
働
発
生
の
規
定
的
要
因
で
あ
る
と
い
う
剰
余
価
値
論
の
肝
腎

要
の
論
点
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
労
働
と
労
働
力
と
の
区
分
を
も
っ
て
「
経

済
学
全
体
の
う
ち
で
最
も
重
要
な
点
」
（
同
上
、
九
ぺ
ー
ジ
）
だ

と
嬰
言
し
た
上
で
、
資
本
家
と
労
働
者
と
の
間
で
の
売
買
対
象
が

労
働
そ
の
も
の
で
「
労
働
の
価
値
」
が
支
払
わ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
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剰
余
価
値
は
理
論
上
発
生
し
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
逆
に
剰
余
価

値
を
無
理
や
り
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ぱ
価
値
法
則
を
無
効
に
す
る

仕
方
で
「
労
働
の
価
値
」
が
不
十
分
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
袋
小

路
に
陥
る
と
し
て
、
両
者
の
区
別
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
が
指
摘
す
る
通
り
、
労
働
が
直
接
売
買
さ
れ
る
と
い
う

根
本
前
提
上
で
剰
余
価
値
発
生
を
説
明
す
る
場
合
、
「
労
働
の
価

値
」
の
支
払
1
1
価
値
法
則
の
貫
徹
を
否
定
す
る
か
あ
る
い
は
「
労

働
の
価
値
」
に
固
執
す
る
場
合
剰
余
価
値
発
生
と
い
う
事
実
を
否

定
す
る
し
か
あ
り
え
な
い
。
「
も
し
貨
幣
す
な
わ
ち
対
象
化
さ
れ

た
労
働
と
生
き
て
い
る
労
働
と
が
直
接
に
交
換
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、

そ
れ
は
、
ま
さ
に
資
本
主
義
的
生
産
を
基
礎
と
し
て
は
じ
め
て
自

由
に
発
展
す
る
価
値
法
則
を
廃
止
す
る
か
、
ま
た
は
、
ま
さ
に
賃

労
働
に
よ
っ
て
立
つ
資
本
主
義
的
生
産
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
資
本
論
』
1
、
五
五
八
ぺ
ー
ジ
）
従
っ
て
、
そ
の

意
味
で
は
、
そ
の
使
用
個
値
と
価
値
と
が
絹
異
な
る
労
働
カ
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

概
念
の
提
起
に
よ
っ
て
初
め
て
価
値
法
則
の
基
礎
上
で
の
剰
余
価

値
発
生
の
謎
解
き
が
可
能
と
な
っ
。
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
く
真
実
で

あ
る
。
剰
余
価
値
の
発
生
と
い
う
事
実
を
説
明
す
る
際
、
労
働
と

労
働
カ
と
の
概
念
的
区
別
に
よ
っ
て
リ
カ
ー
ド
学
派
の
破
産
の
一

根
本
原
因
の
除
去
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
リ
カ
ー
ド
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

系
に
お
け
る
第
一
の
困
難
は
、
資
本
と
労
働
と
の
交
換
1
そ
れ
が

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

価
値
法
則
に
一
致
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
ー
で
あ
っ
た
。
L
（
『
剰

余
価
値
学
説
史
』
皿
、
一
七
七
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
－
頭
川
）

　
し
か
し
、
先
ず
第
一
に
、
労
働
力
商
品
概
念
は
そ
の
使
用
価
値

で
表
現
さ
れ
る
生
き
た
労
働
分
量
と
そ
の
価
値
で
表
現
さ
れ
る
対

象
化
さ
れ
た
労
働
分
量
と
の
量
的
相
違
を
含
む
と
し
て
も
、
労
働

カ
商
品
概
念
の
提
起
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
事
柄
だ
け
で
は
労
働
カ

の
支
出
す
る
労
働
分
且
里
が
な
に
ゆ
え
労
働
カ
の
価
値
よ
り
も
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

く
な
る
の
か
は
全
然
説
明
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
古
典
派
的
な
労

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

働
に
対
し
て
労
働
カ
を
置
き
換
え
る
だ
け
で
は
労
働
カ
の
使
用
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

値
と
そ
の
価
値
と
の
区
別
か
ら
両
者
の
量
的
相
違
の
可
能
性
が
い

え
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
説
に
あ
っ
て
は
、
古

典
派
が
資
本
・
賃
労
働
関
係
を
自
然
的
な
契
機
と
し
て
認
識
し
た

と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
批
判
的
指
摘
が
無
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
古
典
派
が
資
本
関
係
を
自
然
的
な
も
の
と
取

。
り
違
え
た
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
批
判
の
受
け
と
め
方
の
不
十
分
性

ゆ
え
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
生
産
カ
の
発
展
が
自
動
的
に
剰
余
労

働
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
羽
目
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ぱ
、
古
典
派
の
欠
陥
は
、
単
に
資
本
と
労
働
と

の
交
換
を
価
値
法
則
と
整
合
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
所
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に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
剰
余
価
値
生
産
と
り
わ
け
剰
余
労
働
支
出

そ
の
も
の
を
生
産
体
制
の
如
何
に
無
関
係
に
成
り
立
つ
労
働
過
程

で
の
生
理
的
な
事
実
と
把
握
し
た
点
に
も
あ
っ
た
。
「
リ
カ
ー
ド

に
あ
っ
て
は
、
ま
た
も
や
賃
労
働
と
資
本
は
自
然
的
な
も
の
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
、
使
用
価
値
と
し
て
の
宮
の
生
産
の
た
め
の
一
定

の
歴
史
的
な
社
会
形
態
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
」

（
『
経
済
挙
批
判
要
綱
』
■
、
二
三
六
ぺ
ー
ジ
）
「
リ
カ
ー
ド
に
と
っ

て
は
資
本
関
係
そ
の
も
の
が
自
然
的
関
係
で
あ
り
、
だ
か
ら
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

そ
れ
は
、
ど
こ
で
で
も
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
資
本

論
草
稿
集
』
④
、
二
二
八
ぺ
ー
ジ
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
古
典
派

な
か
ん
ず
く
リ
カ
ー
ド
が
剰
余
労
働
支
出
を
労
働
カ
の
も
つ
生
理

的
な
属
性
と
み
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
最
大
の
根
拠
は
、
労
働
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
大
き
さ
が
固
定
的
な
も
の
と
し
て
絶
対
化
さ
れ
た
所
に
あ
る
。

　
以
上
、
『
賃
労
働
と
資
本
』
に
よ
せ
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
論
は
、

剰
余
価
値
の
発
生
原
因
に
関
し
て
マ
ル
ク
ス
の
命
題
と
相
反
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
三

剰
余
価
値
論
の
基
本
性
樒
と
合
致
し
な
い
事
実
を
検
討
し
た
。
だ

か
ら
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
周
知
の
序
論
に
よ
っ
て
世
上
少
な
か
ら
ず

流
布
す
る
次
の
見
解
す
な
わ
ち
労
働
と
労
働
カ
と
の
区
別
こ
そ
経

済
学
の
核
心
だ
と
い
う
見
解
は
、
両
者
の
単
純
な
区
別
に
よ
っ
て

剰
余
労
働
発
生
の
必
然
的
理
由
を
も
直
接
説
明
さ
れ
る
と
い
う
理

解
が
そ
こ
に
内
包
さ
れ
て
い
る
眼
り
、
妥
当
性
を
欠
く
と
い
う
べ

1
き
で
あ
る
。
繰
り
返
し
強
調
す
れ
ぱ
、
労
働
と
労
働
カ
と
の
区
別

の
第
一
義
的
な
意
義
は
、
そ
の
使
用
価
値
と
価
値
と
の
量
的
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
可
能
性
を
内
包
す
る
労
働
カ
商
品
の
売
買
が
価
値
法
則
を
侵
害

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

せ
ず
に
成
り
立
つ
こ
と
を
説
明
で
き
る
点
に
あ
る
こ
と
を
銘
記
す

べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
に
関
し
て
マ
ル

ク
ス
と
は
背
離
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
説
を
マ
ル
ク
ス
自
身
の
見
解
と

し
て
振
り
回
す
安
易
な
方
法
は
抜
本
的
吟
味
を
要
す
る
。
剰
余
価

値
の
発
生
根
拠
説
明
と
し
て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
説
は
空
を
切
っ
て

い
る
と
評
価
し
て
過
言
で
な
い
。
も
し
労
働
生
産
性
の
増
大
が
自

動
的
に
剰
余
労
働
を
も
た
ら
す
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
ス
的
説
明
が
ま

　
　
　
　
　
　
＾
4
）

か
り
通
る
な
ら
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
論
は
九
伽
の
功
を
一

賛
に
欠
く
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
リ
カ
ー
ド
に
よ
る
賃
金
と
利
潤
の
梱
反
関
係
の
発
見
の
功
績
1

　
『
経
済
挙
及
び
課
税
の
原
理
』
（
上
巻
）
岩
波
文
庫
、
小
泉
信
三
訳
、

　
一
二
二
－
五
ぺ
ー
ジ
ー
は
、
古
典
派
が
質
本
関
係
を
自
然
的
関
係
と

　
み
た
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
を
打
ち
消
す
か
に
映
じ
る
。
し
か
し
・

　
リ
カ
ー
ド
に
と
っ
て
剰
余
価
値
1
－
利
潤
が
発
生
す
る
資
本
関
係
の
み

　
な
ら
ず
、
賃
金
と
利
潤
と
の
相
反
関
係
も
ま
た
そ
れ
自
体
二
つ
の
階

　
級
の
利
害
を
支
配
す
る
自
然
法
則
－
マ
ル
ク
ス
の
規
定
で
は
「
社
会

　
的
自
然
法
則
」
（
『
賞
本
論
』
1
、
二
〇
ぺ
ー
ジ
）
－
で
あ
っ
た
。
リ
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カ
ー
ド
に
と
っ
て
、
利
潤
削
減
を
意
味
す
る
賃
金
騰
貴
は
、
墓
本
的

　
に
は
豊
度
の
低
い
限
界
地
開
拓
に
よ
る
穀
物
個
格
の
上
昇
に
起
因
す

　
る
か
ら
で
あ
る
。

（
2
）
　
「
リ
カ
ー
ド
は
、
資
本
主
義
的
生
産
と
い
う
眼
前
の
專
実
か
ら

　
幽
発
す
る
。
…
総
労
働
目
は
、
労
働
日
の
う
ち
で
賃
金
の
生
産
に
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
要
な
部
分
よ
り
も
、
犬
き
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
？
　
と
い
う
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
は
出
て
こ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
総
労
働
日
の
犬
き
さ
が
ま
ち
が
っ

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
て
圃
定
的
な
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
（
る
）
。
」
（
『
剰
余
価
値
学
説

　
史
』
皿
、
四
〇
八
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
ー
マ
ル
ク
ス
）

（
3
）
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
別
の
箇
所
で
、
剰
余
価
値
を
説
明
す
る
際
の

　
数
字
そ
の
も
の
は
佳
意
で
あ
る
が
、
剰
余
個
値
論
の
主
要
点
は
労
働

　
目
が
必
要
労
働
時
間
を
こ
え
る
事
実
に
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

　
主
張
す
る
。
「
主
要
な
点
は
、
資
本
家
が
彼
の
支
払
う
労
働
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
に
さ
ら
に
彼
の
支
払
わ
な
い
労
働
を
も
う
ち
だ
す
、
と
い
う
こ
と
で

　
あ
っ
て
、
こ
れ
は
慾
意
的
な
仮
定
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
資

　
本
家
は
、
彼
が
賃
金
の
か
た
ち
で
支
払
っ
た
だ
け
の
労
働
し
か
ひ
き

　
つ
づ
き
労
働
者
か
ら
引
き
だ
さ
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
、
ま
さ
に
彼
の

　
金
利
潤
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
さ
っ
そ
く
彼
の
事
業
場
を
閉

　
鎖
す
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
「
費
本
論
」
綱
要
』
国
民
文
庫
、

　
宇
佐
美
・
宇
高
共
訳
、
一
一
八
ぺ
ー
ジ
）
・
し
か
し
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

　
説
明
は
、
剰
余
価
値
の
発
生
根
拠
如
何
と
い
う
課
題
解
決
に
際
し
て
、

　
説
明
す
ぺ
き
最
初
の
事
実
で
あ
る
剰
余
価
値
の
発
生
を
も
っ
て
答
え

　
る
典
型
的
な
循
環
論
法
に
す
ぎ
な
い
。

（
4
）
　
因
み
に
、
剰
余
労
働
支
出
を
労
働
カ
の
も
つ
本
来
的
属
性
と
み

　
　
な
し
剰
余
労
働
1
－
強
制
労
働
を
否
定
す
る
宇
野
理
論
は
、
そ
の
笑
エ

　
　
ン
ゲ
ル
ス
説
に
依
拠
し
て
マ
ル
ク
ス
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
三
　
社
会
的
生
産
関
係
と
剰
余
労
働
の
現
実
性

　
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
の
展
開
の
中
で
、
剰
余
労
働
発
生
の
現
実

性
を
労
働
生
産
性
の
発
展
に
求
め
る
見
解
の
源
に
位
置
す
る
エ
ン

ゲ
ル
ス
説
の
根
本
的
再
検
討
の
必
要
性
を
説
い
た
。
そ
こ
で
、
本

節
で
は
、
『
資
本
論
』
に
内
在
し
つ
つ
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

社
会
的
生
産
関
係
に
求
め
、
剰
余
労
働
の
可
能
性
は
発
達
し
た
労

働
生
産
性
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
特
定
の
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

生
産
関
係
こ
そ
剰
余
労
働
の
現
実
性
を
与
え
る
事
情
を
説
明
す
る
。

　
第
一
節
で
示
唆
し
た
通
り
、
社
会
的
生
産
関
係
と
無
関
係
に
労

働
生
産
性
増
大
に
よ
っ
て
剰
余
労
働
の
発
生
を
唱
え
る
理
解
の
最

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

初
の
欠
陥
は
、
共
同
社
会
の
下
で
労
働
カ
の
再
生
産
に
直
接
入
る

労
働
分
量
だ
け
を
必
要
労
働
と
規
定
す
る
考
え
方
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
所
有
関
係
上
生
産
手
段
と
生
活
手
段
と
が
と
も
に
労

働
者
に
帰
属
す
る
共
同
社
会
に
お
い
て
、
労
働
カ
の
再
生
産
に
直

接
入
る
労
働
分
量
を
労
働
カ
商
品
の
価
値
規
定
の
単
純
な
準
用
に

よ
っ
て
必
要
労
働
と
規
定
し
て
し
ま
え
ば
、
剰
余
労
働
が
社
会
的

生
産
関
係
に
無
関
係
な
超
体
制
的
な
概
念
に
変
質
し
、
剰
余
労
働

の
エ
ン
ゲ
ル
ス
的
理
解
が
不
可
避
的
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。
し
か

931



一橘論叢　第96巻　第2号　（56）

し
、
如
何
な
る
労
働
生
産
性
も
そ
れ
自
体
剰
余
労
働
の
可
能
性
を

与
え
る
だ
け
だ
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
階
級
・

社
会
と
は
相
異
な
っ
て
生
産
手
段
や
生
活
手
段
が
初
め
か
ら
労
働

者
の
掌
中
に
存
在
す
る
共
同
社
余
で
は
一
労
働
日
の
全
生
産
物
が

労
働
者
の
所
有
に
帰
す
が
ゆ
え
に
、
一
労
働
日
全
体
が
必
要
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

時
間
を
な
す
巾
つ
ま
り
、
一
般
に
、
必
要
労
働
と
は
労
働
者
の
所

、有
に
帰
属
す
る
労
働
分
量
を
表
わ
す
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
共

同
社
会
の
場
合
に
は
、
一
労
働
日
全
体
の
労
働
分
量
が
そ
の
支
出

者
で
あ
る
労
働
者
自
身
に
帰
属
す
る
が
ゆ
え
に
、
一
労
働
日
金
体

が
必
要
労
働
分
量
を
形
成
す
る
半
面
、
階
級
社
会
の
場
合
に
は
、

一
労
働
日
中
の
一
部
分
の
労
働
分
量
だ
け
が
労
働
者
の
所
有
に
帰

す
が
ゆ
え
に
、
労
働
カ
の
再
生
産
に
入
る
労
働
分
量
だ
け
が
必
要

労
働
分
量
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
労
働
力
商
品
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

値
規
定
に
内
在
す
る
必
要
労
働
分
量
を
も
っ
て
、
機
械
的
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ま
ま
超
体
制
的
に
妥
当
す
る
必
要
労
働
の
概
念
に
置
き
換
え
る
論

法
は
、
資
本
主
義
体
制
に
特
殊
な
契
機
を
一
般
化
す
る
誤
り
で
あ

＾
ユ
）
る
。
そ
れ
で
は
、
、
共
同
的
生
産
形
態
で
は
一
労
働
日
全
体
が
必
要

労
働
時
間
を
な
す
と
す
れ
ぱ
、
同
一
の
生
産
カ
水
準
の
存
在
を
仮

定
し
た
場
合
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
基
礎
上
で
は
如
何
に
し

て
剰
余
労
働
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
。
生
産
カ
の
発
展
は
そ
れ

自
体
剰
余
労
働
の
発
生
を
規
定
し
な
い
と
す
れ
ぱ
、
剰
余
労
働
の

存
在
は
直
接
に
は
生
産
カ
に
対
応
す
る
特
定
の
杜
会
的
生
産
関
係

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
先
ず
第
一
に
、
杜
会
的
宮
（
生
産
手
段
と
生
活
手
段
）
か
ら
の

労
働
者
の
分
離
か
ら
成
る
資
本
主
義
体
制
の
下
で
の
社
会
的
生
産

関
係
は
、
必
要
労
働
分
量
を
も
っ
て
労
働
カ
商
品
の
単
な
る
再
生

産
に
要
す
る
だ
け
の
犬
き
さ
に
狭
く
圧
縮
す
る
。
つ
ま
り
、
階
級

関
係
の
成
立
に
論
理
的
に
対
応
し
て
、
必
要
労
働
分
量
が
一
労
働

日
全
体
か
ら
労
働
カ
の
再
生
産
に
直
接
要
す
る
狭
臨
な
分
量
に
減

少
す
る
の
は
、
労
働
者
と
社
会
的
冨
と
の
分
離
に
起
因
す
る
。
失

同
社
会
で
の
労
働
者
の
再
生
産
と
は
、
杜
会
的
富
が
労
働
者
に
帰

属
し
て
い
る
両
者
の
縞
合
関
係
の
再
生
産
を
意
味
す
る
の
に
対
し

て
、
資
本
主
義
で
の
そ
れ
は
社
会
的
富
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

者
の
維
持
を
指
す
か
ら
、
必
要
労
働
分
量
は
決
定
的
に
相
異
な
る
。

社
会
的
宮
が
労
働
者
の
所
有
下
に
あ
る
か
否
か
に
従
っ
て
、
労
働

者
の
再
生
産
の
基
本
内
容
が
相
異
な
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
ま
た

必
要
労
働
分
量
が
相
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
資
本

主
義
体
制
の
下
で
の
必
要
労
働
の
分
量
規
定
は
、
社
会
的
宮
か
ら

の
労
働
者
の
分
離
と
い
う
社
会
的
生
産
関
係
と
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
。
因
み
に
、
『
資
本
論
』
第
－
巻
第
四
章
第
三
節
「
労
働
カ
の
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売
買
L
を
理
解
す
る
際
、
労
働
カ
商
品
の
存
在
条
件
に
関
す
る
記

述
と
労
働
力
商
品
の
価
値
規
定
と
の
間
に
は
内
在
的
脈
絡
が
あ
る

こ
と
に
注
意
し
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
社
会
的
富
の
労
働
者
か
ら

の
分
離
は
、
単
に
労
働
カ
の
販
売
の
必
然
性
を
規
定
す
る
の
み
な

ら
ず
、
必
要
労
働
分
量
を
圧
縮
し
て
労
働
カ
商
品
の
価
値
を
も
本

源
的
に
規
定
す
る
。
通
常
、
社
会
的
冨
と
労
働
者
と
の
分
離
H
特

定
の
社
会
的
生
産
関
係
は
、
労
働
カ
商
品
化
の
規
定
要
因
と
し
て

だ
け
み
な
さ
れ
る
宿
弊
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
生

産
体
制
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
剰
余
労
働
を
生
む
と
同
時
に
必
要
労

働
分
量
が
そ
の
再
生
産
に
入
る
分
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
労
働

カ
は
、
社
会
的
富
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
い
う
特
定
の
条
件
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

商
品
に
な
る
と
理
解
さ
れ
る
傾
向
が
根
強
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
価
値
と
は
商
品
と
い
う
特
殊
歴
史
的
な
形
態
が
固
有
に

も
つ
そ
の
一
要
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
、
労
働
カ
商
品
の

価
値
は
、
労
働
カ
を
商
品
化
す
る
資
本
主
義
的
生
産
関
係
と
い
う

条
件
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
本
源
的
に
規
定
さ
れ
る
と
考
え
る
ぺ
き

で
あ
る
。
逆
に
い
え
ぱ
、
圧
縮
さ
れ
た
必
要
労
働
分
量
を
表
わ
す

労
働
カ
商
品
の
価
値
は
、
そ
の
本
源
的
規
定
要
因
で
あ
る
社
会
的

生
産
関
係
の
再
生
産
条
件
に
等
し
い
。

　
第
二
に
、
資
本
主
義
体
制
の
基
礎
上
で
は
、
必
要
労
働
分
量
が
特

定
の
社
会
的
生
産
関
係
の
成
立
に
よ
り
労
働
カ
の
再
坐
産
に
直
接

入
る
だ
け
の
大
き
さ
に
縮
減
さ
れ
る
半
面
、
同
じ
社
会
的
生
産
関

係
は
、
共
同
杜
会
で
は
必
要
労
働
時
間
分
に
相
当
す
る
労
働
分
量

を
表
わ
す
労
働
カ
の
処
分
権
を
労
働
カ
の
独
特
な
使
用
価
値
に
転

　
＾
3
）

化
す
る
。
そ
こ
で
、
労
働
力
商
品
の
価
値
が
そ
れ
を
再
生
産
す
る

だ
け
の
労
働
分
量
に
狭
く
限
定
さ
れ
る
一
方
で
、
労
働
カ
商
品
の

支
出
可
能
な
労
働
分
量
が
共
同
社
会
の
中
で
の
必
要
労
働
時
間
に

ほ
ぼ
等
し
い
と
す
れ
ば
、
労
働
カ
商
品
の
使
用
価
値
”
労
働
カ
の

一
時
的
処
分
権
は
労
働
カ
商
品
の
価
値
よ
り
大
き
い
こ
と
に
な
る
。

一
労
働
日
V
労
働
カ
商
品
の
価
値
な
る
大
小
関
係
は
、
一
方
で
の

必
要
労
働
分
量
の
圧
縮
と
他
方
で
の
労
働
カ
の
一
時
的
処
分
権
の

商
晶
化
と
い
う
二
つ
の
契
機
を
根
拠
に
し
て
成
り
立
つ
。
い
う
事

で
も
な
く
、
必
要
労
働
分
量
の
圧
縮
も
労
働
力
の
一
時
的
処
分
権

の
商
品
化
も
と
も
に
社
会
的
生
産
関
係
が
も
た
ら
す
二
つ
の
契
機

で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
差
額
と
し
て
の
剰
余
労
働
は
敵
対
的
生
産

関
係
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
所
産
で
あ
る
。
以
下
の
マ
ル
ク
ス
の

茎
言
は
、
敵
対
的
生
産
関
係
こ
そ
剰
余
労
働
の
規
定
的
創
造
者
で

あ
る
旨
を
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
剰
余
労
働
は
生
産

手
段
の
資
本
へ
の
転
化
か
ら
、
す
な
わ
ち
現
実
の
生
産
者
に
対
す

る
生
産
手
段
の
疎
外
か
ら
生
ず
る
。
」
（
『
資
本
論
』
皿
、
四
五
三
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ぺ
ー
ジ
）
「
生
き
た
労
働
に
対
す
る
過
去
の
労
働
の
支
配
と
し
て

の
資
本
が
、
剰
余
労
働
従
っ
て
ま
た
剰
余
個
値
を
創
造
・
生
産
す

る
。
」
（
『
経
済
学
批
判
（
一
八
六
三
－
六
五
年
草
稿
）
』
1
、
『
資
本

論
草
稿
集
』
④
、
一
七
二
－
三
ぺ
ー
ジ
）
だ
か
ら
、
共
同
社
会
の

中
で
の
共
同
体
成
員
の
た
め
の
剰
余
労
働
は
、
特
定
の
階
級
関
係

の
確
立
に
伴
っ
て
支
配
階
級
の
た
め
の
剰
余
労
働
に
転
化
す
る
と

理
解
す
べ
き
で
な
い
。
ま
た
、
剰
余
労
働
1
1
特
殊
歴
史
説
と
剰
余

労
働
…
強
制
労
働
説
と
は
一
心
同
体
で
あ
る
。
け
だ
し
、
剰
余
労

働
を
創
造
す
る
二
つ
の
契
機
つ
ま
り
必
要
労
働
分
量
の
圧
縮
と
必

要
労
働
時
間
を
こ
え
て
労
働
力
を
使
用
す
る
そ
の
処
分
権
の
商
品

化
の
二
つ
は
、
と
も
に
対
立
的
所
有
関
係
の
命
じ
る
そ
の
純
粋
な

帰
結
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
剰
余
労
働
は
、
労
働
者
の
内
発
的
な

意
思
と
は
無
関
係
な
杜
会
的
富
の
排
他
的
所
有
関
係
の
直
接
的
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

果
と
し
て
成
り
立
つ
が
ゆ
え
に
、
強
制
労
働
を
な
す
。

　
翻
っ
て
い
え
ば
、
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
と
相
対
的
剰
余
価
値

生
産
と
は
、
労
働
日
が
必
要
労
働
時
間
を
こ
え
て
延
長
さ
れ
て
剰

余
労
働
が
本
源
的
に
創
出
さ
れ
る
の
か
そ
れ
と
も
剰
余
労
働
を
含

む
労
働
日
を
前
提
に
し
た
生
産
性
の
増
大
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の

か
と
い
う
相
違
を
も
つ
が
、
そ
れ
は
、
詰
ま
る
所
、
敵
対
的
生
産

関
係
を
規
定
的
契
機
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
そ
れ
と
も
生
産
性
上

昇
に
よ
っ
て
直
接
規
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
相
違
に
帰
着
す
る
。

必
要
労
働
を
こ
え
る
労
働
日
の
延
長
に
よ
る
絶
対
的
剰
余
価
値
の

生
産
は
、
敵
対
的
所
有
関
係
を
直
接
的
根
拠
に
し
て
成
り
立
つ
点

で
剰
余
価
値
生
産
の
一
般
的
形
態
を
な
し
、
相
対
的
剰
余
価
値
生

産
は
、
生
産
関
係
を
根
拠
に
し
た
剰
余
労
働
の
本
源
的
創
造
を
前

提
に
し
て
成
り
立
つ
点
で
そ
の
特
殊
的
形
態
を
な
す
。
だ
か
ら
、

剰
余
労
働
を
合
む
一
労
働
日
の
存
在
が
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産

の
論
理
的
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
を
剰

余
価
値
生
産
の
一
般
的
形
態
だ
と
規
定
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

絶
対
的
剰
余
価
値
生
産
が
生
産
カ
増
大
を
契
機
と
す
る
相
対
的
剰

余
価
値
生
産
の
前
提
条
件
た
り
う
る
の
は
、
剰
余
価
値
発
生
が
生

産
力
で
は
な
く
生
産
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
場
合
に
限
定
さ

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
リ
カ
ー
ド
に
は
絶
対
的
剰
余
価
値
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）
　
　
　
．

の
考
察
が
な
い
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
批
判
は
、
リ
カ
ー
ド
が
剰
余

労
働
1
－
剰
余
価
値
の
本
源
的
発
生
榎
拠
を
杜
会
的
生
産
関
係
に
求

め
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
に
等
し
い
。
ま
た
、
剰
余
労
働
の
創
出

が
社
会
的
生
産
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
労

働
に
よ
る
価
値
規
定
を
本
質
的
契
機
と
す
る
価
値
法
則
と
は
概
念

上
区
別
さ
れ
る
固
有
な
剰
余
価
値
法
則
の
存
在
を
主
張
で
き
る
の

で
あ
る
。
「
剰
余
価
値
の
諸
法
則
を
知
れ
ぱ
利
潤
率
も
容
易
に
理
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解
さ
れ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
1
、
二
三
〇
ぺ
ー
ジ
）
「
剰
余
価
値
の

生
産
す
な
わ
ち
利
殖
は
、
こ
の
生
産
様
式
の
絶
対
的
法
則
で
あ

る
。
」
（
同
上
、
六
四
七
ぺ
ー
ジ
）
か
つ
て
、
宇
野
弘
蔵
氏
は
、
労

働
カ
商
品
化
に
よ
る
個
値
法
則
の
全
面
展
開
の
中
で
は
外
観
上
自

動
的
に
剰
余
価
値
生
産
が
成
り
立
つ
こ
と
か
ら
、
価
値
法
則
と
は

区
別
さ
れ
る
剰
余
価
値
法
則
の
存
在
を
否
認
さ
れ
た
。

　
「
一
日
の
労
働
カ
の
使
用
価
値
と
し
て
の
労
働
は
、
そ
の
労
働

カ
の
再
生
産
に
必
要
な
る
生
活
質
料
以
上
の
も
の
を
生
産
す
る
と

い
う
、
人
間
生
活
の
根
本
的
前
提
を
な
す
事
実
に
も
と
づ
い
て
、

労
働
の
生
産
カ
の
一
定
の
発
展
を
基
礎
と
す
る
賞
本
の
生
産
過
程

は
、
そ
の
生
産
物
を
価
値
に
よ
っ
て
販
売
し
な
が
ら
、
剰
余
価
値

を
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
労
働
カ
商
品
が
価
値
に
よ
っ

て
購
入
せ
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

て
、
価
値
法
則
の
展
開
に
基
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
（
宇
野

弘
蔵
『
経
済
学
方
法
論
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
二
年
、
ニ
ニ
ニ

ペ
ー
ジ
）
し
か
し
、
剰
余
価
値
法
則
の
否
定
は
、
剰
余
労
働
支
出

を
も
っ
て
労
働
カ
の
本
来
的
属
性
と
み
な
す
字
野
理
論
固
有
の
主

張
の
単
純
な
結
果
に
す
ぎ
な
い
。
マ
ル
ク
ス
の
場
合
に
は
、
剰
余

労
働
支
出
は
特
定
の
社
会
的
生
産
関
係
そ
の
も
の
に
よ
り
規
定
さ

れ
る
が
ゆ
え
に
、
労
働
に
よ
る
価
値
規
定
と
は
区
別
さ
れ
た
剰
余

価
値
法
則
の
存
在
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
生
産
関

係
の
成
立
は
価
値
法
則
の
体
制
的
確
立
と
剰
余
価
値
生
産
の
二
つ

を
同
時
に
与
え
る
が
、
両
者
の
同
時
成
立
は
剰
余
価
値
生
産
に
貫

徹
す
る
敵
対
的
階
級
関
係
を
解
消
す
る
論
法
を
正
当
化
し
な
い
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
的
生
産
関
係
が
剰
余
労
働
の
現
実

性
を
規
定
す
る
必
然
的
因
果
関
係
を
析
出
し
た
が
、
ま
さ
に
、
マ

ル
ク
ス
に
お
け
る
生
産
関
係
を
規
定
要
因
と
す
る
剰
余
労
働
の
発

生
根
拠
説
明
は
、
経
済
学
史
上
破
天
荒
の
試
み
で
あ
っ
た
。
最
後

に
指
摘
し
て
お
け
ぱ
、
形
態
上
一
般
商
品
と
同
じ
価
値
規
定
を
受

け
る
労
働
カ
商
品
が
剰
余
労
働
創
造
と
い
う
独
特
な
使
用
価
値
を

も
つ
点
で
一
般
商
品
と
本
質
的
に
区
別
さ
れ
る
の
は
、
労
働
者
だ

け
が
一
般
商
品
と
違
っ
て
杜
会
的
生
産
関
係
を
形
成
す
る
事
実
に

　
　
　
＾
乙

由
来
す
る
。
繰
り
返
し
て
い
え
ば
、
労
働
カ
が
価
値
の
唯
一
の
源
泉

だ
と
い
う
事
実
は
、
高
度
の
労
働
生
産
性
の
存
在
を
前
提
し
て
も
、

労
働
カ
が
剰
余
労
働
を
創
出
す
る
独
特
な
使
用
価
値
を
も
つ
と
い

う
事
柄
と
同
じ
で
な
い
。
社
会
的
宮
と
労
働
者
と
の
分
離
こ
そ
は
、

必
要
労
働
分
量
の
圧
縮
を
バ
ネ
に
し
て
労
働
カ
商
品
の
価
値
を
一

般
商
品
と
同
じ
価
値
法
則
に
従
わ
せ
る
と
と
も
に
、
剰
余
労
働
創

造
と
い
う
独
特
な
使
用
価
値
を
能
動
的
に
生
ぜ
し
め
る
根
本
原
因

　
　
＾
8
〕

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
労
働
カ
の
商
品
化
が
社
会
的
宮
と
労
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働
者
と
の
分
離
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
と
い
う
周
知
の
事
実
は
、
よ

り
厳
密
に
表
現
す
れ
ぱ
、
そ
の
分
離
が
労
働
カ
商
品
の
価
値
と
使

用
価
値
と
を
本
源
的
に
規
定
す
る
と
い
う
事
柄
に
等
し
い
。
社
会

的
宮
と
労
働
者
と
の
分
離
1
1
資
本
主
義
的
生
産
関
係
は
、
労
働
カ

の
販
売
の
不
可
避
性
の
み
な
ら
ず
、
労
働
カ
商
品
の
価
値
と
使
用

価
値
を
と
も
に
根
底
か
ら
規
定
す
る
。
本
来
的
に
そ
の
再
生
産
に

要
す
る
労
働
分
量
が
必
要
労
働
を
な
し
か
つ
剰
余
労
働
を
生
む
特

有
な
使
用
価
値
を
も
つ
労
働
カ
が
社
会
的
宮
と
の
分
離
に
よ
り
商

品
に
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、
マ
ル
ク
ス
と
は
正
反
対
で
あ
る
。

（
1
）
　
「
必
要
労
働
は
、
労
働
カ
の
価
値
規
定
に
か
ん
し
て
の
概
念
で

　
あ
る
」
（
犬
阪
市
犬
経
済
研
究
所
編
『
経
済
挙
辞
典
』
岩
波
書
店
、

　
一
九
六
五
年
、
九
八
二
ぺ
ー
ジ
、
相
沢
秀
一
氏
執
筆
都
分
）
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
主
張
は
、
必
要
労
働
の
概
念
を
考
え
る
際
、
社
会
的
當
か
ら
分
離
さ

　
れ
た
労
働
カ
と
い
う
特
殊
歴
史
的
存
在
か
ら
出
発
す
る
点
で
根
本
欠

　
陥
を
も
つ
。

（
2
）
　
た
と
え
ぱ
、
荒
又
璽
雄
『
賃
労
働
論
の
展
開
』
（
御
茶
の
水
書

　
房
、
一
九
七
八
年
）
二
一
九
／
二
二
二
ぺ
ー
ジ
に
は
、
社
会
形
態
の

　
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
労
働
目
は
剰
余
労
働
を
含
み
、
し
か
も
必

　
要
労
働
は
資
本
主
義
体
制
の
中
で
は
労
働
カ
の
価
値
と
い
う
形
態
を

　
と
る
と
い
う
叙
述
が
あ
る
。

（
3
）
　
労
働
カ
は
本
源
的
に
剰
余
労
働
を
支
出
す
る
独
自
な
使
用
個
値

　
を
も
つ
が
ゆ
え
に
資
本
主
義
で
は
商
品
に
転
化
す
る
と
い
う
逆
立
ち

　
し
た
考
え
方
は
、
梅
本
克
己
「
労
働
力
商
品
の
特
殊
性
」
（
『
恩
想
』

　
第
五
二
七
号
、
一
九
六
八
年
）
四
三
ぺ
ー
ジ
に
あ
る
。

（
4
）
　
一
八
四
四
年
頃
執
筆
の
『
経
済
学
・
哲
挙
手
稿
』
（
国
民
文
庫
、

　
藤
野
渉
訳
）
一
〇
三
ぺ
ー
ジ
に
は
賃
労
働
を
も
っ
て
「
強
制
労
働
」

　
と
す
る
規
定
が
あ
る
。

（
5
）
　
「
リ
カ
ー
ド
は
、
剰
余
価
値
の
源
泉
も
絶
対
的
剰
余
価
値
も
探

　
求
せ
ず
、
従
っ
て
労
働
日
を
一
定
の
大
き
さ
と
み
な
し
て
い
る
。
」

　
（
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
皿
、
四
一
一
ぺ
ー
ジ
）
同
一
の
意
味
内
容
の

　
叙
述
は
、
同
上
、
四
一
五
／
四
一
九
ぺ
ー
ジ
に
も
あ
る
。

（
6
）
　
宇
野
弘
蔵
『
経
済
学
の
方
法
』
（
法
犬
出
版
局
、
　
一
九
六
三
年
）

　
一
二
〇
ぺ
ー
ジ
に
は
、
剰
余
価
値
法
則
と
い
う
表
現
方
法
は
「
法
則

　
と
い
う
言
葉
の
乱
用
」
だ
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

（
7
）
　
労
働
カ
商
品
と
違
っ
て
機
械
の
場
合
、
そ
の
稼
動
時
間
と
そ
の

　
生
産
に
要
す
る
労
働
分
量
と
は
概
念
上
比
較
不
能
な
量
を
な
し
、
両

　
者
の
差
額
か
ら
剰
余
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
な
ぜ
資
本

　
が
利
潤
を
生
む
か
と
い
う
理
由
は
、
食
物
や
衣
服
や
原
料
や
労
働
手

　
段
が
、
そ
れ
ら
の
生
産
に
必
要
な
時
間
よ
り
も
長
い
時
間
も
つ
と
い

　
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
J
・
S
・
ミ
ル
『
経
済
学
原
理
』
O
、
四
一
〇

　
ぺ
ー
ジ
）
機
械
は
、
そ
の
稼
動
時
間
の
全
体
で
そ
れ
に
体
化
さ
れ
て

　
い
る
労
働
量
を
移
転
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
8
）
　
資
本
に
と
っ
て
は
労
働
カ
の
使
周
価
値
は
剰
余
労
働
の
支
出
に

　
あ
る
と
マ
ル
ク
ス
が
限
定
を
つ
け
て
表
現
す
る
の
は
、
資
本
が
剰
余

　
労
働
発
生
の
規
定
的
要
素
で
あ
る
と
い
う
思
想
の
一
つ
の
表
明
で
あ

　
る
。
「
資
本
に
と
っ
て
は
、
労
働
能
カ
の
使
用
価
値
と
は
、
ま
さ
に
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労
働
能
カ
が
、
そ
れ
自
身
に
対
象
化
さ
れ
て
い
る
労
働
最
従
っ
て
そ

の
再
生
産
に
必
要
な
労
働
量
を
越
え
て
労
働
量
の
超
過
分
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
る
。
L
（
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
1
、
三
七
六
ぺ
ー
ジ
、

同
一
内
容
の
文
言
は
『
資
本
論
』
皿
、
三
六
四
ぺ
ー
ジ
に
も
あ
る
）

四
　
社
会
的
生
産
関
係
と
し
て
の
資
本
の
基
本
性
格

　
わ
れ
わ
れ
は
、
前
節
で
、
資
本
家
に
よ
る
社
会
的
宮
の
排
他
的

所
有
関
係
に
規
定
さ
れ
て
、
理
論
上
必
要
労
働
だ
け
か
ら
な
る
一

労
働
日
の
一
部
分
が
剰
余
労
働
時
間
に
転
変
す
る
根
拠
を
解
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
剰
余
労
働
の
特
殊
歴
史
的
な
発

生
根
拠
こ
そ
、
資
本
を
も
っ
て
社
会
的
生
産
関
係
に
還
元
す
る
根

本
命
題
の
淵
源
で
あ
る
。
ぞ
こ
で
、
本
節
で
は
、
マ
ル
ク
ス
が
説

く
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
に
立
脚
す
れ
ぱ
、
資
本
H
社
会
的
生
産

関
係
な
る
根
本
命
題
が
自
動
的
に
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
所
以
を
明

確
化
す
る
。

　
周
知
の
通
り
、
資
本
主
義
体
制
を
歴
史
上
一
時
的
な
生
産
形
態

だ
と
み
る
マ
ル
ク
ス
の
思
想
は
、
資
本
が
自
然
的
な
要
素
で
は
な

く
、
特
定
の
社
会
的
生
産
関
係
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
理
解
と
裏

　
　
　
　
　
＾
1
〕

表
の
関
係
に
あ
る
。
反
対
に
、
古
典
派
に
あ
っ
て
は
、
資
本
と
賃

労
働
と
は
労
働
過
程
の
素
材
的
な
要
素
に
還
元
さ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
資
本
主
義
は
杜
会
的
生
産
の
永
遠
の
自
然
形
態
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

誤
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
資
本
1
－
社

会
的
生
産
関
係
と
い
う
独
創
的
な
命
題
は
、
剰
余
労
働
の
創
出
が

資
本
の
価
値
増
殖
の
基
底
的
契
機
を
な
し
、
し
か
沓
そ
の
剰
余
労

働
の
創
出
が
敵
対
的
階
級
関
係
の
基
礎
上
で
初
め
て
成
り
立
つ
事

実
に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
、
資
本
の
価
値
増
殖
の
本
質
的
契
機
は

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

敵
対
的
所
有
関
係
に
根
因
を
も
つ
剰
余
労
働
の
創
出
に
あ
る
が
ゆ

え
に
、
価
値
増
殖
を
目
的
と
す
る
資
本
は
特
定
の
生
産
関
係
に
帰

着
す
る
と
マ
ル
ク
ス
は
い
う
の
で
あ
る
。

　
先
ず
第
一
に
、
資
本
の
本
質
的
機
能
で
あ
る
価
値
増
殖
は
、
概

念
上
そ
れ
自
体
階
級
社
会
に
特
有
な
所
産
で
あ
る
剰
余
労
働
創
造

の
直
線
的
な
帰
結
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
剰
余
労
働

の
創
出
は
一
義
的
に
支
配
階
級
に
よ
る
剰
余
生
産
物
の
無
償
取
得

を
意
味
し
、
資
本
の
価
値
増
殖
は
剰
余
労
働
の
創
造
そ
の
も
の
と

同
義
語
を
な
す
。
思
う
に
、
資
本
の
価
値
増
殖
の
最
も
本
源
的
な

根
拠
は
剰
余
労
働
の
創
造
に
あ
る
が
ゆ
え
に
、
『
資
本
論
』
第
－

巻
第
三
篇
第
五
章
で
貨
殖
の
秘
密
を
解
く
に
あ
た
っ
て
剰
余
労
働

の
発
生
根
拠
が
分
析
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
二
に
、
剰
余
労
働
の
創
出
は
、
対
立
的
生
産
関

係
が
も
た
ら
す
必
要
労
働
分
量
の
圧
縮
と
労
働
カ
の
一
時
的
処
分
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権
の
商
品
化
と
い
う
二
つ
の
契
機
を
根
拠
に
成
立
す
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
総
じ
て
い
え
ぱ
、
資
本
の
価
値
増
殖
は
剰
余
労
働
の
創
出
と

い
う
特
殊
歴
史
的
な
事
柄
に
帰
着
し
、
剰
余
労
働
の
創
出
は
対
立

的
生
産
関
係
を
根
因
と
し
て
成
り
立
つ
か
ら
、
剰
余
価
値
生
産
を

本
質
的
機
能
と
す
る
資
本
は
社
会
的
生
産
関
係
に
還
元
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
社
会
的
生
産
関
係
を
規
定
的
要
因
と
し
て
説
か
れ
る
剰

余
労
働
の
発
生
根
拠
は
、
資
本
1
1
社
会
的
生
産
関
係
な
る
命
題
の

母
胎
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ぱ
、
資
本
H
杜
会
的
生
産
関
係
な
る
命

題
の
存
在
は
、
剰
余
労
働
創
出
を
社
会
的
関
係
か
ら
説
明
す
る
マ

ル
ク
ス
の
立
場
を
表
わ
す
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

　
翻
っ
て
剰
余
労
働
の
特
殊
歴
史
的
な
発
生
理
由
か
ら
す
れ
ば
、

資
本
関
係
の
本
質
は
社
会
的
宮
の
排
他
的
所
有
関
係
に
依
拠
し
て

労
働
力
に
剰
余
労
働
支
出
を
促
迫
す
る
強
制
関
係
に
あ
る
こ
と
に

な
る
が
、
マ
ル
ク
ス
が
古
典
派
と
違
っ
て
剰
余
労
働
の
発
生
原
因

を
敵
対
的
所
有
関
係
に
起
因
す
る
強
制
作
用
に
求
め
た
着
眼
は
、

労
働
カ
商
品
の
定
立
と
相
並
ぷ
功
綾
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
カ
商
品
概
念
を
措
定
し
て
資

本
と
労
働
と
の
間
の
交
換
を
価
値
法
則
に
即
し
て
内
在
的
に
説
明

し
た
だ
け
で
な
く
、
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
を
対
立
的
生
産
関
係

に
裏
付
け
を
も
つ
強
制
作
用
に
求
め
、
も
っ
て
古
典
派
理
論
を
二

重
に
超
克
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
説
明
か
ら
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

搾
取
と
い
う
用
語
が
主
と
し
て
労
働
カ
の
搾
取
と
い
う
表
現
方
法

で
使
用
さ
れ
る
疑
問
は
氷
解
す
る
。

　
「
労
働
カ
の
搾
取
」
（
『
資
本
論
』
1
、
二
五
八
ぺ
ー
ジ
）
／
「
成

年
労
働
カ
の
搾
取
に
お
け
る
資
本
の
自
由
」
（
同
上
、
二
九
五
ぺ

ー
ジ
）
／
「
費
本
家
に
よ
る
労
働
カ
の
で
き
る
だ
け
大
き
な
搾

取
」
（
同
上
、
三
五
〇
ぺ
ー
ジ
）
■
「
資
本
に
よ
る
労
働
カ
の
無

　
　
　
＾
3
）

拘
東
な
搾
取
」
（
同
上
、
五
〇
ニ
ペ
ー
ジ
）

　
搾
取
と
い
う
用
語
が
剰
余
労
働
に
で
は
な
く
そ
の
源
泉
で
あ
る

労
働
力
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
理
由
は
、
剰
余
労
働
が
社
会
的
生

産
関
係
と
無
関
係
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働
カ
に
対
す
る

資
本
の
強
制
作
用
に
よ
っ
て
初
め
て
生
成
す
る
特
定
の
事
実
を
表

現
す
る
た
め
だ
と
推
論
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
の
強
制
作
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

も
と
づ
く
剰
余
労
働
の
創
出
そ
の
も
の
が
搾
取
を
意
味
し
、
剰
余

、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

労
働
の
生
成
そ
れ
自
体
が
搾
取
の
存
在
証
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、

剰
余
労
働
の
存
在
そ
の
も
の
は
搾
取
の
存
在
を
証
明
し
な
い
と
い

う
一
部
の
主
張
は
首
肯
し
が
た
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
節
に
お
い
て
、
特
定
の
社
会
的
生
産

関
係
こ
そ
剰
余
労
働
の
発
生
原
因
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス

は
、
労
働
カ
を
強
制
し
て
剰
余
労
働
を
創
出
せ
し
め
る
資
本
を
も
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＾
5
）

っ
て
社
会
的
生
産
関
係
に
還
元
し
た
そ
の
脈
絡
を
究
明
し
た
。

（
1
）
　
『
剰
余
価
値
挙
説
史
』
皿
、
二
六
一
ぺ
ー
ジ
。

（
2
）
　
「
リ
カ
ー
ド
は
、
ブ
ル
ジ
日
ア
的
生
産
を
、
も
っ
と
明
確
に
言

　
え
ぱ
資
本
主
義
的
生
産
を
、
生
産
の
紗
粉
帥
か
砂
鮒
と
し
て
把
握
し

　
て
い
る
。
」
（
同
上
、
五
〇
ぺ
ー
ジ
、
傍
点
ー
マ
ル
ク
ス
）

（
3
）
　
も
ち
ろ
ん
「
搾
取
す
な
わ
ち
他
人
の
不
払
労
働
の
取
得
」
（
『
資

　
本
論
』
皿
、
三
九
九
ぺ
ー
ジ
）
と
い
う
よ
う
に
、
搾
取
と
い
う
用
語

　
の
カ
点
が
剰
余
労
働
の
無
償
取
得
と
い
う
絆
裂
の
面
に
か
か
る
使
用

　
方
法
も
あ
る
。

（
4
）
　
原
始
共
産
制
か
ら
奴
隷
制
へ
の
移
行
を
説
明
す
る
際
、
剰
余
労

　
働
の
存
在
か
ら
階
級
関
係
の
発
生
を
導
く
議
論
は
、
順
序
が
逆
で
あ

　
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
芝
原
拓
自
『
所
有
と
生
産
様
式
の
歴
史
理

　
論
』
音
木
書
店
、
一
九
七
二
年
、
六
七
ぺ
ー
ジ
／
井
上
周
八
、
前
掲

　
『
現
代
マ
ル
ク
ス
艦
済
学
』
三
五
一
ぺ
ー
ジ
な
ど
）
。

（
5
）
　
資
本
圭
義
的
所
有
関
係
の
廃
絶
に
伴
う
搾
取
の
廃
絶
は
剰
余
労

　
働
の
廃
絶
に
等
し
い
（
『
資
本
論
』
1
、
五
五
二
ぺ
－
ジ
）
。
換
言
す

　
れ
ば
、
剰
余
労
働
の
廃
絶
と
は
、
旧
生
産
関
係
の
魔
絶
に
よ
り
・
そ

　
こ
で
達
成
さ
れ
た
労
働
生
産
カ
が
支
配
階
級
の
手
を
離
れ
労
働
者
自

　
身
の
所
有
に
帰
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。
旧
生
産
関
係
の
変
革
に
よ
り
、

　
資
本
の
生
産
カ
と
し
て
現
わ
れ
た
労
働
生
産
カ
は
そ
の
本
来
の
担
い

　
手
の
所
へ
復
帰
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
共
同
社
会
で
の
搾
取
廃

　
絶
を
唱
え
つ
つ
剰
余
労
働
の
存
在
を
認
め
る
議
論
は
、
労
働
者
に
よ

　
る
労
働
生
産
カ
の
獲
得
と
い
う
事
実
を
剰
余
労
働
の
存
在
と
勘
違
い

　
し
た
も
の
で
あ
る
。

む
す
ぴ

　
わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
展
開
の
中
で
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
代
表
さ

れ
る
剰
余
労
働
1
1
超
歴
史
説
に
異
議
を
唱
え
る
反
面
、
特
定
の
敵

対
的
所
有
関
係
の
成
立
に
伴
う
必
要
労
働
の
一
部
分
の
剰
余
労
働

へ
の
転
化
を
媒
介
項
に
し
て
、
労
働
カ
の
生
み
だ
す
価
値
V
労
働

カ
自
身
の
価
値
な
る
大
小
関
係
が
恒
常
的
に
成
り
立
つ
基
本
原
理

を
構
築
し
た
。
従
っ
て
、
或
る
一
定
水
準
以
上
の
生
産
力
の
も
と

で
超
体
制
的
に
存
在
す
る
剰
余
労
働
が
資
本
主
義
体
制
の
基
礎
上

で
剰
余
価
値
に
転
化
す
る
と
単
純
に
も
考
え
る
な
ら
ぱ
、
剰
余
価

値
発
生
の
メ
カ
ニ
ヅ
ク
な
展
開
は
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
に
は
、
対
立
的
所
有
関
係
の
成
立
に
伴
う
必
要
労
働
分
量
の

圧
縮
も
必
要
労
働
の
一
部
分
の
剰
余
労
働
へ
の
転
化
も
、
剰
余
価

値
生
産
の
説
明
原
理
と
し
て
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
剰
余

労
働
■
趨
歴
史
説
に
立
て
ぱ
、
剰
余
労
働
が
剰
余
価
値
と
し
て
現

わ
れ
る
た
め
の
基
本
条
件
は
、
唯
一
価
値
法
則
の
成
立
だ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
共
同
社
会
で
の
一
労
働
日
全
体

を
必
要
労
働
と
呼
ぶ
か
否
か
は
単
な
る
定
義
の
間
題
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
立
場
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に
い
っ

て
不
当
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
労
働
日
全
体
の
所
産
が
労
働
者

14？
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自
身
に
帰
属
す
る
経
済
的
根
本
条
件
の
も
つ
第
一
義
的
意
義
を
な

い
が
し
ろ
に
す
る
が
ゆ
え
に
、
共
同
社
会
で
の
一
労
働
日
全
体
1
－

必
要
労
働
と
い
う
規
定
を
表
面
的
な
定
義
の
間
題
と
み
な
す
主
張

が
生
じ
る
の
で
あ
る
、
と
。
更
に
い
え
ば
、
一
労
働
日
と
労
働
カ

の
再
生
産
に
直
接
入
る
労
働
分
量
の
差
額
を
も
ウ
て
剰
余
労
働
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

み
る
見
方
は
、
階
級
社
会
で
の
必
要
労
働
分
量
の
も
つ
特
殊
歴
史

性
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
剰
余
労
働
1
1
超
歴
史
説

の
陥
穿
は
、
一
労
働
日
の
全
生
産
物
が
労
働
者
に
帰
属
す
る
共
同

的
生
産
形
態
の
根
本
性
椿
の
看
過
と
労
働
カ
商
品
の
価
値
に
示
さ

れ
る
必
要
労
働
分
量
の
絶
対
視
の
二
つ
に
あ
る
が
、
両
者
は
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

論
上
『
資
本
論
』
体
系
に
固
有
な
事
物
の
社
会
的
で
歴
史
的
な
把

握
の
方
法
に
反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義

体
制
に
あ
っ
て
商
品
形
態
が
労
働
生
産
物
の
一
般
的
形
態
で
あ
る

事
実
か
ら
、
古
典
派
は
、
短
絡
的
に
も
商
品
形
態
を
絶
対
化
す
る

羽
目
に
陥
っ
た
歴
史
的
経
験
が
想
起
さ
れ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で

は
、
剰
余
労
働
の
発
生
根
拠
如
何
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
同
時
に
マ

ル
ク
ス
の
と
っ
た
対
象
の
社
会
的
で
歴
史
的
な
把
握
方
法
と
は
何

か
を
鋭
く
問
い
か
け
る
一
基
本
論
点
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
立

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

場
か
ら
い
え
ば
、
剰
余
労
働
そ
の
も
の
の
メ
カ
ニ
ツ
ク
な
生
成
の

説
明
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
が
採
用
し
た
事
物
の
社
会
的
で
歴
史
的
な

把
握
方
法
を
示
す
絶
好
の
生
き
た
見
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
が
本
稿
の
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
知
大
学
助
教
授
）
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